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新・大野市 踏み出す一歩
〜年頭のあいさつ〜

大
野
市
議
会
議
長

　

牧

野
　

勇

大
野
市
長

　

天

谷

光

治

大野市議会議長 　牧 野 　 勇

新年あけまして
　おめでとうございます。

　市民の皆様には、旧年中、市議会
に対し温かいご支援・ご協力をいた
だき、厚くお礼を申し上げます。
　昨年11月７日に新大野市がスター
トし、新市の将来像である「九頭竜
の源流と城下町が育むうるおいと活
力の宝庫」を目指して、今後各種の
施策を実施し、皆様と共に邁進する
決意を新たにしております。
　本年も変わらぬご指導・ご鞭撻を
賜りますとともに、皆様のご健勝と
ご多幸を心よりご祈念申し上げ、新
年のごあいさつといたします。

平成18年元旦
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わがまちフォトブック 2005
　2005年（平成17年）は、皆さんにとってどん
な年でしたか。昨年起こった出来事を写真と年
表で振り返ります。

和泉村との合併を記念
し、市民ら約600人が参
加した記念式典。新市の
魚「イトヨ」も披露され
た（11月7日文化会館）

創作体験コーナーや、
昭和初期の七間朝市を
イメージした展示模型
などを備えた「二階
蔵」オープン（4月28
日平成大野屋二階蔵）県内を直撃した大雪で、市民は屋根雪

下ろし作業に追われた。市では雪害対
策本部に準ずる体制として「雪害対策
連絡室」を設置（12月15日午前9時）

総勢約2800人の観衆を魅
了した｢国民文化祭・ふ
くい2005｣。オープニン
グでは大高人がヨサコイ
を披露した（10月23日民
謡・民舞の祭典、29日ぎ
ゅっとＬＩＶＥ	 in	ＯＮ
Ｏ　会場はエキサイト広
場）

1月

2月
3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

　15日「みんスポクラブ」設立

1周年を記念して「松岡修造

トークショー＆テニス」開催

　25日和泉村との合併調印式

　20日七間朝市開き▼24日さ

くらんぼ幼保園初の卒園式

　3日〜18日大野さくらまつり

▼28日平成大野屋「二階蔵」

オープン

　7・8日山菜フードピア▼22

日越前大野名水マラソン

　10日助役に石倉善一氏就任

▼25日スターランドさかだに

に「手打ちそば処」オープン

　24日〜子供・子育てをテー

マに体験交流する「おおの子

どもサマーフェスタ」開催

　13日〜16日おおの城まつり

▼26日〜28日市美術展▼27日

大野そばまつり2005

　18日「平成大野屋事業」10

周年を記念して支店主サミッ

ト開催

　22・23日三大朝市物産まつ

り▼23・29日「国民文化祭・ふ

くい2005」大野会場で開催▼

30日〜市総合文化祭

　７日和泉村と合併（和泉支

所開所式・消防本部発足式・

事務引き継ぎ・記念式典）▼

19・20日越前大野小京都物産

五番まつり

　15日「大野市雪害対策連絡

室」を初めて設置
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和泉の｢みどころ｣
　和泉地区にはたくさん の観光名所があります。
今回はその「みどころ」 を紹介。行ったことがあ
る人も今まで行ったこと がない人も、この機会に
足を運んでみてはいかが でしょう。
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義平とおみつ像（笛資料館）

　笛専門の資料館は全国的に例
がなく、事前に申し込めば笛作
り体験もできます。300年ほど
前の民家のたたずまいを感じら
れる民俗館、日本最古の恐竜の
歯が展示してある郷土資料館と
合わせてお越しください。
※3館とも3月末まで休館

管理人
朝日　順子さん

⑦ 笛資料館・穴馬民俗館・和泉郷土資料館

　国民休養地には宿泊施設
以外にも野外体験施設があ
り、夏にはキャンプや化石
発掘などが体験できます。
隣接する九頭竜スキー場の
リフト券と、日帰り入浴や
宿泊がセットになったパッ
クもあります。

総括主任
今田　龍治さん

⑤ 国民宿舎パークホテル九頭竜

　中部縦貫自動車道油坂峠道路は、
昨年9月30日から無料開放されてい
ます。それに伴って国道158号は冬
期間、通行止めになっています。

瀬戸大橋のモデルと
なった箱ケ瀬橋
（通称：夢のかけはし）

特　 産　 品

穴馬スイートコーン
穴馬かぶら

昇竜まいたけ
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たくさんあるね
　和泉地区にはたくさん の観光名所があります。
今回はその「みどころ」 を紹介。行ったことがあ
る人も今まで行ったこと がない人も、この機会に
足を運んでみてはいかが でしょう。
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　温泉が良質で、お客様に
好評を得ています。隣接す
る「平成の湯」とお食事を
セットにした日帰り入浴プ
ランも用意しています。敷
地内のコテージでは隣を気
にすることなくグループで
楽しめます。

支配人
谷　樹能さん

① 九頭竜温泉フレアール和泉

恐竜モニュメント（道の駅九頭竜）

　福井県の東の玄関口
として恐竜のモニュメ
ントが出迎えます（冬
期撤去中)。生産物直
売所で旬の特産品を取
り扱っているほか、ふ
れあい会館では観光名
所や交通情報などをお
知らせしています。

観光協会事務局長
田村　繁吉さん

⑥ 道の駅九頭竜
天狗の鼻のような「天狗岩」

施設の名称・問い合わせ先

① 九頭竜温泉【フレアール和泉・平成の湯・コテージ】  
　（フレアール和泉☎78・2536）

② アドベンチャーランド中竜【12月～3月定休】  
　（☎78・2210）http://www1.vipa.ne.jp/̃nakatatu/

③ IZUMIクロスカントリースキー場（☎78・2855）

④ 九頭竜国民休養地オートキャンプ場【11月～4月下旬定休】  
　（パークホテル九頭竜☎78・2326）　

⑤ 九頭竜スキー場・国民宿舎パークホテル九頭竜  
　（パークホテル九頭竜☎78・2326）

⑥ 道の駅「九頭竜」【和泉ふれあい会館・生産物直売所】 
　（和泉ふれあい会館☎78・2300）

⑦ 笛資料館・穴馬民俗館・和泉郷土資料館【12月～3月定休】  
　（笛資料館☎78・2041）

⑧ 福井和泉スキー場（☎78・2711）  
　http://www.princehotels.co.jp/ski/izumi/

⑨ 天狗岩ファミリーパーク【11月～4月下旬定休】  
　（天狗岩観光組合☎78・2266）

⑩ 和泉前坂家族旅行村【11月～4月下旬定休】  
　（☎78・2248）

⑪ 九頭竜レイクサイドモビレージ【11月～4月下旬定休】  
　（ドライブイン九頭竜☎78・2408）

⑫ オートキャンパーズくずりゅう【11月～4月下旬定休】  
　（☎78・2345） キャンプ

キャンプ

キャンプ

キャンプ

キャンプ

体験

見る

見る

休憩

宿泊

体験

体験

宿泊休憩
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政
策
な
ど
に
市
民
の
意
見
募
集

　

先
月
五
日
未
明
か
ら
降
り
始
め
た
雪
は

一
時
小
康
状
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
ま
た
降
り
出
し
、
十
四
日
午
後
七
時
現

在
、
基
準
と
な
る
友
江
の
観
測
地
点
で
積

雪
深
一
四
七
㌢
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
翌
十
五
日
に
雪
害
対
策
準
備
会

議
を
開
き
、
同
日
午
前
九
時
、
市
と
し
て

初
め
て
「
大
野
市
雪
害
対
策
連
絡
室
（
室

長
・
総
務
部
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
連
絡
室
は
、
友
江
の
観
測
地
点
に

お
け
る
積
雪
深
が
一
五
○
㌢
に
達
し
た
場

合
に
設
置
す
る「
大
野
市
雪
害
対
策
本
部
」

に
準
ず
る
体
制
と
し
て
、
情
報
収
集
や
連

絡
体
制
の
強
化
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

大
雪
後
初
の
土
曜
日
と
な
っ
た
十
七
日

は
、
市
街
地
で
も
屋
根
に
積
も
っ
た
雪
を

懸
命
に
雪
か
き
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
屋
根
雪
下
ろ
し
作
業
者
の
紹
介

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
作
業
者
に
作

業
を
依
頼
す
る
場
合
、
必
ず
事
前
に
作
業

内
容
や
料
金
な
ど
を
決
定
し
た
上
で
作
業

を
始
め
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
屋
根
か

ら
下
ろ
し
た
雪
の
始
末
も
依
頼
す
る
場
合

も
同
様
に
交
渉
し
、
納
得
し
た
上
で
作
業

し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

（
十
二
月
十
二
日
〜
十
八
日
報
告
分
）

○
人
的
被
害　

死
亡
二
人
、
負
傷
者
十
二
人

○
住
家
被
害　

一
部
破
損
二
件

○
農
業
施
設　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
倒
壊
十
一
棟

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開

　

市
で
は
、
公
正
で
透
明
性
の
高
い
開
か

れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
生

活
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
計
画
や
条
例

な
ど
を
定
め
る
際
に
素
案
を
公
表
し
意
見

を
募
集
す
る
「
大
野
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
手
続
要
綱
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
政
策
な
ど
を
決

定
す
る
場
合
、
事
前
に
「
広
報
お
お
の
」

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
予
告
し
た

上
で
最
低
二
週
間
の
公
表
期
間
を
設
け
て

意
見
を
募
集
し
、
そ
の
後
、
提
出
さ
れ
た

意
見
を
考
慮
し
た
上
で
政
策
を
決
定
し
ま

す
。
な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ

れ
た
意
見
の
概
要
や
市
の
考
え
方
、
素
案

を
修
正
し
た
場
合
の
修
正
内
容
な
ど
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

手続きの流れ

対象となるもの
市民の生活に重大な影響を与え
る総合計画や各種計画、市の制
度を定めるための条例など
公表の方法
ホームページに掲載
担当課、各公民館、和泉支所な
どでの閲覧・配布など

●公表する期間は
最低2週間
●提出方法は
担当課へ持参・
送付、Ｅメール、
ファクスなど

公表の内容
提出された意見の概要や市の考え方、素案を修正した
場合は修正した内容など
公表の方法
ホームページに掲載
担当課、各公民館、和泉支所などでの閲覧・配布など

議案を提出

審議・可決

議会の議決を必要と
しないもの

市が政策などの素案を作成

実施の予告

提出された意見を考慮して意思決定

政策などの決定・施行

議 会

市民に素案を公表・意見募集

市民に結果を公表

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
要
綱
を
制
定

  

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

  

市
内
の
被
害
状
況

〝
師
走
の
大
雪
〞
市
を
直
撃

初
め
て
雪
害
対
策
連
絡
室
を
設
置

初
め
て
雪
害
対
策
連
絡
室
を
設
置



大野市景観賞決まる
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こ
の
景
観
賞
は
、
平
成
九
年
か

ら
二
年
に
一
度
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
優
れ
た
景
観
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
る
建
築
物
や
工
作
物
な

ど
を
対
象
と
し
た
「
建
築
部
門
」

と
、
環
境
美
化
や
保
全
な
ど
景
観

の
維
持
向
上
に
携
わ
る
個
人
や
団

体
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
活
動
部

門
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
建
築
部
門
二
件
と
活
動

部
門
一
件
を
決
定
し
ま
し
た
。
受

賞
結
果
と
選
考
理
由
は
次
の
通
り

で
す
。

建
築
部
門

○
長
瀬
哲
也
・
武
英
氏
所
有
住
宅

　

（
稲
郷
二
十
六
ー
十
八
）

○
森
永
泰
充
氏
所
有
店
舗
（
日
吉

　

町
二
十
四
ー
四
）

活
動
部
門

○
メ
ダ
カ
の
分
校
（
代
表
者　

松

　

井
康
裕
）

　

市
が
募
集
し
て
い
た
「
第
五
回
大

野
市
景
観
賞
」
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
自
薦
他
薦
合
わ
せ
て
十
四

件
の
応
募
が
あ
り
、
都
市
景
観
審
議

会
で
書
類
審
査
や
現
地
視
察
な
ど
を

行
い
選
考
し
ま
し
た
。

長瀬哲也・武英氏所有住宅

　この住宅は築約100年の住宅を解体し、
骨組みなどの古材を再利用して平成16年に
改築されたものです。
　これまでの景観賞の作品にはない農家型
住宅で、周囲の田園風景との調和を図りな
がら、古材を再利用するといった環境面に
も配慮している点が評価されました。（稲郷）

森永泰充氏所有店舗

　この建築物は平成15年に新築されたもの
です。白色と黒色を基調に、二階部分には
格子を設けるなど城下町の伝統的な町家型
の店舗です。
　まちなかの店舗として伝統的な町家を意
識させ、大野らしい景観をつくり出してい
る点が評価されました。（日吉町）

メダカの分校

　平成12年に阿難祖地頭方の有志が古くか
ら生活用水として利用してきたわき水を活
用し、自然に親しむ体験ゾーンとして休耕
田にビオトープをつくりました。
　現在もメダカがすみ、ホタルが育つ環境
づくりに努めながら、川をきれいにする活
動にも取り組んでいます。（阿難祖地頭方）

大野市景観賞決まる第5回

建築
部門

活動
部門

建築
部門
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優秀作品と応募者
　　　　　　（順不同・応募総数234点)

○いきいき大野館（石本真由美さん）
○大野明倫館（久保光さん）
○亀山生き生きセンター（鈴木忍さん）
○きらっと大野（西脇三千江さん）
○シビック・エーザー (上村武男さん）
○シビック亀山センター (乾滉平さん）

の
大
野
藩
校
に
ち
な
み
名
付
け
ま
し
た
。

２
３
４
点
の
応
募
か
ら
選
定

　

期
間
中
、
二
百
三
十
四
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
市
民
が
親
し
み
や
す
く
呼
び

や
す
い
こ
と
や
複
合
施
設
の
総
称
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
名
称
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
、
利
用
者
の
代
表
な
ど
で

つ
く
る
名
称
選
考
委
員
会
で
優
秀
作
品
七

点
を
決
定
。
最
終
的
に
名
称
決
定
会
議
で

決
定
し
ま
し
た
。

　

学
び
の
里
「
め
い
り
ん
」
は
現
在
、
三

月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
終
西
小
学
校
、
大
野
公
民
館
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
備
え
た
複
合
施

設
と
し
て
、
大
野
市
城
町
の
旧
大
野
高
等

学
校
跡
地
に
建
設
中
の
（
仮
称
）
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
。
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

公
募
し
た
施
設
の
総
称
が
こ
の
ほ
ど
決
定

し
ま
し
た
。
名
称
は

　　

名
付
け
親
は
萩
原
勢
子
さ
ん
（
泉
町
）。

　
「
明
倫
館
は
大
野
の
学
び
の
原
点
で
あ
る

の
で
、
そ
の
名
を
生
か
し
た
い
」
と
幕
末

（
仮
称
）シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
名
称

松
田
七
男
（
和
泉
商
工
会
長
）

木
下
宏
一
（
和
泉
観
光
協
会
長
）

山
本
敏
夫
（
旧
和
泉
村
議
会
議
員
）

洞
口
幸
夫
（
旧
和
泉
村
教
育
長
）

森
尾
喜
久
代
（
成
年
女
子
代
表
）

久
保
田
眞
由
美
（
成
年
女
子
代
表
）

徳
堂
安
彦
（
成
年
男
子
代
表
）

問
合
せ
先　

企
画
課
企
画
政
策
係
（
☎
66

　

・
１
１
１
１
内
線
４
３
３
）

め
い
り
ん

表彰された皆さん

学
び
の
里
「
め
い
り
ん
」

臨時市議会
　第341回臨時市議会が11月28日に開かれました。
　人事院勧告に準じた職員給与の減額などを盛り
込んだ「一般会計補正予算案」など５議案が審議
され、原案通り可決されました。
　また、大野・勝山地区広域行政事務組合議会議
員の選挙が行われ、木嶋則幸氏を選出。農業委員
会委員に谷口政幸氏を推薦する市会案が原案通り
可決されました。

和
泉
地
域
審
議
会

　

「
大
野
市
和
泉
地
域
審
議
会
」
の
第
一

回
会
議
が
十
一
月
三
十
日
に
和
泉
支
所
で

開
か
れ
ま
し
た
。
各
種
団
体
の
代
表
者
や

学
識
経
験
者
な
ど
十
人
が
委
員
に
委
嘱
さ

れ
、
会
長
に
松
田
七
男
さ
ん
が
、
副
会
長

に
洞
口
幸
夫
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
会
は
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
、

和
泉
地
区
住
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
設
置

期
間
は
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。

　

審
議
会
で
は
、
和
泉
地
区
に
関
す
る
市

町
村
建
設
計
画
の
変
更
や
執
行
状
況
に
つ

い
て
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
・
答
申

す
る
ほ
か
、
独
自
で
市
長
に
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

審
議
会
委
員
10
人
を
委
嘱

　

委
員
に
は
、
和
泉
地
区
に
住
所
が
あ
る

①
公
共
的
団
体
の
代
表
者
②
学
識
経
験
者

③
そ
の
ほ
か
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者―

の
中
か
ら
十
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
二
年
間
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

嶋
田
博
（
和
泉
地
区
区
長
会
長
）

新
井
悦
子
（
和
泉
地
区
婦
人
会
長
）

林
照
明
（
和
泉
地
区
老
人
会
長
）

和
泉
地
区
住
民
の
声
を
市
政
に
反
映
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　日本の正月行事はどれもきちんと意味があり
ます。元旦からどんど焼きまでの行事を十二支
が紹介してくれる本で、親子で楽しみながら知
ることができます。
　省略されつつある鏡もちの本来の飾り付けの
方法や、今ではあまり遊ばれなくなった玩具な
どが美しく描かれています。また、「年男」と
は家々の正月行事や豆まきを司祭する男子のこ
と、「屠

と

蘇
そ

」は正月松の内に飲む薬酒で、あら
かじめ調合された薬を元日の朝早くに銚

ちょうし

子の酒
に浸しておくものなど、本来と違う意味で使わ
れているものも書かれています。（ただし、十
二支の由来については、全く書かれていません）

　

新

着

図

書

【
一
般
小
説
】

碁
是
の
啼
く
家
（
岩
井
志
麻
子
）
山
内
一

豊
と
千
代
（
篠
綾
子
）
恋
せ
ど
も
、
愛
せ

ど
も
（
唯
川
恵
）
か
ん
じ
き
飛
脚
（
山
本

一
力
）
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
高
樹
の
ぶ
子
）

暗
礁
（
黒
川
博
行
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

平
成
大
合
併　

日
本
新
地
図
（
小
学
館
）

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
桜
（
中
山
恭
子
）
わ

が
息
子
よ
、
君
は
ど
う
生
き
る
の
か
（
チ

ェ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
）
そ
う
だ
っ
た
の

か
！
ア
メ
リ
カ
（
池
上
彰
）
野
菜
の
効
用

事
典
（
山
口
米
子
）
か
わ
い
い
チ
ョ
コ
の

手
づ
く
り
レ
シ
ピ
（
大
森
い
く
子
）

【
児
童
図
書
】

読
み
が
た
り　

福
井
の
む
か
し
話
（
日
本

標
準
）
ふ
ろ
し
き
大
研
究
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究

所
）
き
み
の
家
に
も
牛
が
い
る
（
小
森
香

折
）
わ
ら
べ
う
た
わ
ら
べ
う
た　

続
（
谷

川
俊
太
郎
）
プ
ン
プ
と
ツ
ッ
カ
の
冬
の
日

記
（
ア
ン
ネ
ッ
テ
・
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ク
）

【
絵
本
】

き
は
な
ん
に
も
い
わ
な
い
の
（
片
山
健
）

く
ま
の
ビ
ー
デ
ィ
ー
く
ん
（
ド
ン
・
フ
リ

ー
マ
ン
）
ゆ
き
が
ふ
っ
た
ら
（
レ
ベ
ッ
カ

・
ボ
ン
ド
）
ふ
し
ぎ
な
サ
ー
カ
ス
（
伊
藤

文
人
）

　

そ
の
他
、
四
百
七
十
七
冊
入
り
ま
し
た
。

を
与
え
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
に
必
要
な
酸
素

が
届
き
に
く
く
な
り
、
生
ま
れ
た
時
の
体

重
が
少
な
い
「
低
出
生
体
重
児
」
が
生
ま

れ
る
可
能
性
が
、
吸
わ
な
い
人
と
比
べ
、

二
倍
近
く
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
早
産

や
自
然
流
産
、
早
期
新
生
児
死
亡
な
ど
の

危
険
率
が
高
く
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
が
平
成
十
六
年
度
に
実
施
し
た
調
査

に
よ
る
と
、
妊
娠
中
に
た
ば
こ
を
吸
っ
て

い
る
人
は
妊
婦
全
体
の
四
％
。
以
前
吸
っ

て
い
た
人
は
十
四
％
だ
っ
た
の
で
、
妊
娠

を
機
に
た
ば
こ
を
や
め
る
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
妊
娠
中
の
妻
を
持

つ
夫
の
喫
煙
率
は
五
二
％
に
達
し
ま
し
た
。

た
ば
こ
の
副
流
煙
（
た
ば
こ
を
吸
っ
た
人

が
出
す
煙
）
は
実
際
に
た
ば
こ
を
吸
う
よ

り
も
有
害
で
す
の
で
、
妊
婦
の
周
り
で
は

吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　健康おおの21
　今月のキャッチフレーズ

　「その一本　箱にもどせば
　お肌も体もピッチピチ」

　

た
ば
こ
が
体
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
特
に
女
性
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

美
容
の
大
敵

　

た
ば
こ
を
吸
う
と
血
管
が
縮
み
、
血
の

流
れ
が
悪
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
が
大
量
に
消
費
さ
れ
る
た
め
、
メ
ラ

ニ
ン
色
素
の
代
謝
が
悪
く
な
り
、
肌
荒
れ

や
し
み
・
そ
ば
か
す
な
ど
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
歯
周
病
や
歯
の
黄
ば
み
、
口
臭
の

原
因
と
も
な
り
ま
す
。

妊
婦
と
た
ば
こ

　

妊
娠
中
の
女
性
が
た
ば
こ
を
吸
う
と
、

お
な
か
に
い
る
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
に
影
響

川端　誠作
リブロポート刊

『十二支のお正月』

女
性
と
た
ば
こ

以前
吸っていた

※このデータは、平成16年度中に「妊娠届」を提出した
　270人を対象に実施したものです

〈妊娠中の喫煙率〉
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阿
難
祖
地
頭
方
の
集
落
の
南
端

に
、
メ
ダ
カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
が
泳
ぐ

小
さ
な
池
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
に

は
シ
ョ
ウ
ブ
が
植
え
ら
れ
、
池
の

一
角
で
は
昔
な
が
ら
の
水
車
が
回

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
環
境
を
整
備
し
、
管
理
運

営
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
「
メ

ダ
カ
の
分
校
」
で
す
。
古
く
か
ら

生
活
用
水
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た

湧ゆ
う

水す
い

を
利
用
し
、
気
軽
に
自
然
と

触
れ
合
え
る
ビ
オ
ト
ー
プ
を
つ
く

ろ
う
と
、
地
元
有
志
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
一
年
、
会
で
は
集
落
近

く
の
休
耕
田
を
借
り
受
け
、
ビ
オ

ト
ー
プ
の
造
成
に
着
手
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
や
地
域
の
人
た
ち
が
交

代
で
土
を
掘
り
、
近
く
の
山
か
ら

運
ん
だ
石
を
使
っ
て
石
垣
を
組
み

上
げ
ま
し
た
。
池
の
水
深
は
子
供

が
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
浅
く
設
計

し
、
泥
の
感
触
を
楽
し
め
る
よ
う

田
ん
ぼ
の
土
を
そ
の
ま
ま
利
用
し

ま
し
た
。
池
の
横
に
は
石
の
テ
ー

ブ
ル
を
配
し
た
休
憩
所
を
設
け
、

だ
れ
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ

う
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
二
年
に
は
、
池
を
含
む

約
三
三
〇
平
方
㍍
の
ビ
オ
ト
ー
プ

が
完
成
。
ト
ク
サ
や
セ
リ
な
ど
の

水
生
植
物
を
植
え
、
地
元
の
子
供

た
ち
を
招
い
て
メ
ダ
カ
や
タ
ニ
シ

を
放
流
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
松
井
康
裕
さ
ん
は
「
地

域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ
た

お
か
げ
で
作
業
は
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
ま
し
た
。
池
が
完
成
し
て
子
供

た
ち
と
一
緒
に
メ
ダ
カ
を
放
流
し

た
の
が
一
番
の
思
い
出
で
す
」
と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

会
で
は
ビ
オ
ト
ー
プ
の
完
成
に

合
わ
せ
、
ホ
タ
ル
が
育
つ
環
境
づ

く
り
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
集

落
近
く
を
流
れ
る
小
川
の
清
掃
や

川
底
に
た
ま
っ
た
土
砂
の
除
去
を

続
け
た
結
果
、
川
に
は
澄
ん
だ
流

れ
が
戻
り
、
ホ
タ
ル
の
数
も
徐
々

に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
最
近
で

は
夜
空
を
舞
う
ホ
タ
ル
を
見
よ
う

と
、
大
勢
の
見
物
客
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
地
域
の
良

好
な
景
観
の
維
持
に
貢
献
し
た
と

し
て
、
昨
年
十
一
月
に
は
市
景
観

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
「
生
き

物
を
観
察
し
た
り
池
に
入
っ
て
遊

ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち

に
命
の
大
切
さ
や
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
春
に
は
元
気
に
泳
ぐ
メ

ダ
カ
が
見
ら
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
家

族
み
ん
な
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
ビ
オ
ト
ー
プ　

小
動
物
や
昆
虫

　

な
ど
が
共
生
で
き
る
生
息
空
間

　

を
保
全
・
造
成
し
た
場
所

（10）

市
民
の
ペ
ー
ジ

●
あ
な
た
も
紙
面
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
人
は
、
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で

　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１
（
内
線
４
４
１
）

メダカの分校

練習風景

水
車
が
回
る
懐
か
し
い
風
景
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い
き
い
き
大
野
っ
子

は
っ

す

る

キ
ッ

ズ

（11）

　この春、亀山のふもとに、有終西小学校・生涯
学習センター・大野公民館の複合施設が完成しま
す。名称は、学びの里「めいりん」。今回はこの
名称を考えた萩原勢子さんに、名称への思いや施
設に期待することなどを聞きました。

　　　自分が考えた名称が選ばれた感想は
　まさか選ばれるとは思っていなかったので、連
絡を受けた時はびっくりしました。応募したのも
締め切り間際で、市報で募集記事を読んだことを
思い出し、軽い気持ちで応募したんですよ。
　　　名称のアイデアはどこから？
　大野の学びの原点は、幕末に旧大野藩が開設し
た明倫館だと思うので、その名称を生かしたいと

考えました。最初は「学びの館」にしようかと思
ったのですが、少し固い感じがしたので「学びの
里」に変え、さらに柔らかく優しい感じが出るよ
う平仮名で「めいりん」としました。
　　　とても印象的な名称ですね
　子供からお年寄りまで幅広い年代の人が利用す
る施設なので、覚えやすく親しみやすい名称にし
たいと思いました。子供たちが大きくなって大野
を離れても、古里で学んだ思い出と一緒に、学び
の里「めいりん」の名称を覚えていてもらえたら
うれしいですね。
　　　施設に期待することはありますか
　落ち着いた風情が残る城下町と緑豊かな亀山に
囲まれ、学ぶには最適な環境だと思います。学習
施設としてはもちろんですが、スポーツ大会や音
楽イベントなどを通して、市内外から大勢の人が
集まる場所になってほしいと思います。人が集ま
り交流の輪が広がることで、まちなかにも活気が
戻るのではないかと期待しています。
　　　萩原さん自身はどのように利用したいですか
　仕事をしている間は、なかなか趣味の時間を持
てなかったのですが、退職を機に自分の好きなこ
とを始めようと思い、吟舞のグループを作って楽
しんでいます。これまでは近くにちょうどいい広
さの施設がなかったので、新しい施設が完成した
ら、ぜひ仲間と一緒に利用したいですね。

こ ん に ち は

　

秋
晴
れ
の
青
空
が
広
が
っ
た
十

一
月
二
十
日
、
第
五
回
ふ
れ
あ
い

エ
キ
デ
ン
が
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

男
女
混
合
・
男
子
・
女
子
の
三

部
門
に
過
去
最
多
の
二
十
七
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の

小
学
生
ラ
ン
ナ
ー
が
、
四
区
間
・

約
四
㌔
の
コ
ー
ス
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
大
勢
の
応
援
団
が
詰

め
か
け
、
選
手
ら
は
、
ス
タ
ン
ド

か
ら
の
声
援
を
背
に
力
強
い
走
り

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
に
大
会

の
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

活
気
と
交
流
の
輪
期
待
し
て

　

学
び
の
里
「
め
い
り
ん
」
を
命
名

萩原　勢子さん（61歳・泉町）

　

「
み
ん
な
が
大
き
な
声
で
応
援

し
て
く
れ
た
か
ら
、
最
後
ま
で
頑

張
っ
て
走
れ
ま
し
た
」

春日ソフト うさぎ
森岡侑亮さん・山下椋也さん・西川千瀬
さん・吉村和馬さん（左から）

【
男
女
混
合
の
部
】

　

「
一
区
は
接
戦
で
し
た
が
二
区

の
前
田
さ
ん
が
四
人
を
抜
き
、
三

区
と
四
区
は
楽
に
走
れ
ま
し
た
」

下庄ＭＩＸ
前田千香子さん・筒井美佳さん・尾崎友
紀さん・澤田夏来さん（左から）

【
女
子
の
部
】

　

「
練
習
の
成
果
が
出
せ
て
う
れ

し
い
で
す
。
作
戦
通
り
の
レ
ー
ス

展
開
が
で
き
ま
し
た
」

みんスポクラブ
石山秀仁さん・木下翔さん・楠孔次郎さ
ん・大井達矢さん（左から）

【
男
子
の
部
】



エキサイト広場の利用日程調整会議

　
　

〜
６
万
５
０
０
０
円

〔
共
通
事
項
〕

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
締
切
日　

１
月
25
日
㊌

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
入
居

　

者
選
定
委
員
会
で
入
居
者
を
選

　

定
し
ま
す
。
入
居
資
格
の
詳
細

　

に
つ
い
て
は
都
市
整
備
課
ま
で

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

　

住
宅
緑
地
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
３
５
３
）

　

申
請
書
は
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
に

　

あ
り
ま
す

○
希
望
予
定
日
の
変
更
を
お
願
い

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

会
議
に
は
団
体
の
責
任
者
が
出

　

席
し
て
く
だ
さ
い

申
請
書
提
出
締
切
日　

２
月
17
日

　

㊎
午
後
５
時
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先　

エ
キ
サ
イ
ト

　

広
場
（
☎
66
・
１
４
３
３
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
午
前
８
時
30

　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
、
市
が
行

う
物
品
購
入
な
ど
の
契
約
の
相
手

方
と
な
る
た
め
に
は
、
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
の
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
契
約
は
物
品
の
購

入
や
借
り
入
れ
、
労
務
の
提
供
、

修
繕
な
ど
で
す
（
工
事
や
測
量
な

は
対
象
外
）。
申
請
を
行
う
と
、
平

成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
入

札
参
加
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
か
、
契
約
検
査
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間　

１
月
５
日
㊍
〜

お
知
ら
せ

●
大
野
市
役
所
・
大
野
市
教
育
委
員
会　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１

　

住
所　

〒
９
１
２
︱
８
６
６
６　

福
井
県
大
野
市
天
神
町
１
︱
１

　

２
月
28
日
㊋

申
請
・
問
合
せ
先　

契
約
検
査
課

　

契
約
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内

　

線
３
８
２
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

　

city.ono.fukui.jp/

　

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た

場
合
、
固
定
資
産
税
の
基
礎
と
な

る
評
価
額
を
算
出
す
る
た
め
、
税

務
課
職
員
に
よ
る
家
屋
調
査
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

家
屋
が
完
成
し
、
家
財
道
具
を

搬
入
す
る
前
に
調
査
を
希
望
す
る

場
合
は
、
都
合
の
良
い
日
時
を
税

務
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

税
務
課
資
産
税
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
７
）

●
西
里
団
地

　

募
集
戸
数　

１
戸

　

規
格　

３
Ｋ
（
風
呂
無
・
ト
イ

　
　

レ
有
）

　

家
賃　

月
額
６
６
０
０
円
〜
１

　
　

万
２
５
０
０
円

●
中
挟
団
地

　

募
集
戸
数　

１
戸

　

規
格　

２
Ｄ
Ｋ
（
風
呂
・
ト
イ

　
　

レ
有
）

　

家
賃　

月
額
１
万
６
５
０
０
円

　
　

〜
４
万
７
４
０
０
円

●
町
家
住
宅

　

募
集
戸
数　

東
二
番
住
宅
（
１

　
　

戸
）
西
二
番
住
宅
（
１
戸
）

　

規
格　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
風
呂
・
ト

　
　

イ
レ
有
）

　

家
賃　

月
額
５
万
２
５
０
０
円

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
の
ア
リ
ー
ナ

　
（
体
育
館
）
を
円
滑
に
利
用
す
る

た
め
、
利
用
団
体
の
日
程
調
整
会

議
を
行
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
中

に
ア
リ
ー
ナ
を
利
用
す
る
予
定
の

あ
る
団
体
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
日
程
に
つ
い
て
は
、
県
や

市
、
全
国
大
会
や
北
信
越
大
会
な

ど
の
予
定
を
優
先
し
ま
す
。

日
時　

２
月
24
日
㊎
午
後
７
時
〜

場
所　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

そ
の
他

○
参
加
希
望
の
団
体
は
「
使
用
許

　

可
申
請
書
」
に
希
望
予
定
日
を

　

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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税
務
課

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
　
　

家
屋
調
査
日
時

　県では県外の大学・短大・専修学校
を平成19年３月に卒業予定の人を対象
に、名古屋・東京・大阪で企業説明会
「ふくい企業探訪」を開催します。

　 名古屋会場　２月11日㊏　愛知県産業貿易館
　 東 京 会 場　２月18日㊏　中野サンプラザ　
　 大 阪 会 場　２月25日㊏　大阪城ホール

　今後も、合同就職面接会やサマー企業説明会の開
催などを予定しています。これら就職情報の提供を
希望する人は「県Ｕターン情報センター」のホーム
ページで登録するか、県労働政策課まで住所・氏名・
連絡先をお知らせください。
問合せ先　県産業労働部労働政策課雇用創出推進室
　（☎0776・20・0390　60776・20・0648）
ホームページ　http://www.fukui-uturn.com/

契
約
検
査
課

入
札
参
加
資
格
の
申
請

都
市
整
備
課

市
営
住
宅
な
ど
入
居
者
募
集

応援します　Ｕターン就職



　

11
月
30
日
に
開
か
れ
た
克
雪
市

民
会
議
で
、
こ
の
冬
の
屋
根
雪
下

ろ
し
標
準
作
業
単
価
が
決
ま
り
ま

し
た
。

標
準
作
業
単
価　

１
万
２
７
０
０
円

　

こ
れ
は
屋
根
面
積
76
平
方
㍍

（
約
23
坪
）
当
た
り
の
単
価
で
、
排

雪
作
業
は
含
み
ま
せ
ん
。
原
則
と

し
て
弁
当
・
用
具
な
ど
は
作
業
者

が
持
参
し
、
交
通
費
は
求
人
者
の

実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

総
務
課
行
政
係
（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
４
）

総
務
課

屋
根
雪
下
ろ
し
作
業
単
価

　
【
燃
や
せ
る
ご
み
】
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
容
器
や
包
装
は
、
燃
や
せ

る
ご
み
に
な
り
ま
す
。

　
【
ビ
ン
類
】
色
分
け
せ
ず
に
、
袋

に
入
れ
て
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ビ
ン
専
用
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ン
テ
ナ
（
ド
ラ

ム
缶
）
は
廃
止
し
ま
す
。

　
【
粗
大
ご
み
】
品
目
に
よ
る
分
類

か
ら
、
大
き
さ
や
重
さ
に
よ
る
分

類
に
変
わ
り
ま
す
。
縦
・
横
・
高

さ
の
合
計
が
１
㍍
を
超
え
る
物
や

重
さ
が
10
㌔
を
超
え
る
物
な
ど
が

粗
大
ご
み
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

説
明
会

　

現
在
、
行
政
区
ご
と
に
説
明
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
ご
み
の
分

類
と
早
見
表
」
を
持
参
の
上
、
参

加
く
だ
さ
い
。
３
月
に
は
全
体
説

明
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
環
境
保

　

全
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

４
６
２
）

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
の
調
製

を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
書
は
区

長
ま
た
は
農
家
組
合
長
を
通
じ
て

12
月
中
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
①
〜
③
す
べ
て
の
要
件
に

該
当
し
、
ま
だ
申
請
書
が
届
い
て

い
な
い
人
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
権
資
格
要
件

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　
（
平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
）

②
満
20
歳
以
上
の
人

　
（
平
成
18
年
３
月
31
日
現
在
）

③
10
㌃
以
上
の
農
地
耕
作
者
と
、

　

そ
の
同
居
親
族
で
年
間
お
よ
そ

　

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
人

問
合
せ
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
１

　

１
）

ごみの分別収集　4月から変わります

市 民 の う ご き
12月１日現在 前　月　比

世帯数 12,313世帯 +281世帯
人　口 39,849人 +700人

内
訳
男 19,016人 +364人
女 20,833人 +336人

11月中
の異動

転入 68人 出生 19人
転出 75人 死亡 41人

積雪期のごみ収集

国民年金
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　積雪期のごみ収集には、皆さんの協
力が欠かせません。次の点に注意して
ごみを出してください。
◆ごみは必ず収集日の朝８時までに出
　してください
◆収集をスムーズに行うため、ステー
　ション周囲の除雪をお願いします
◆ごみは指定された各ステーションへ
　出してください。指定以外のステー
　ションには持ち込まないでください
◆積雪や道路事情などで、収集が遅れ
　ることがあります。ご了承ください
問合せ先　クリーンセンター
　　　　　（☎65・6120）

　昨年秋の少雨の影響などで地下水位が低
下を続け、11月29日には春日公園の基準観
測井で過去最低の8.0㍍に達しました。
　その後、水位は回復傾向にありますが、
本格的な降雪期に入り、融雪などで一斉に
地下水を使用すると、その地域で家庭用井
戸の水枯れを起こす恐れがあります。
　みんなの生活用水を守るため、地下水の
保全を心掛けましょう。
　なお市街地を中心とした抑制地域では、
道路法に定める道路などを除いて、融雪の
ために地下水を使用することが禁止されて
います。（市地下水保全条例）

問合せ先　生活環境課環境保全係
　　　　　（☎66・1111内線463）

農
業
委
員
会
事
務
局

選
挙
人
名
簿
の
調
製

　

４
月
か
ら
ご
み
の
分
別
収
集
が

変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
十
二
月

に
全
戸
配
布
し
た
「
ご
み
の
分
類

と
早
見
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
な
変
更
点

　
【
ご
み
袋
】
燃
や
せ
る
ご
み
・
燃

や
せ
な
い
ご
み
は
、
45
㍑
の
推
奨

袋
（
無
色
半
透
明
）
か
、
45
㍑
未

満
の
袋
（
透
明
〜
白
色
半
透
明
）

を
使
用
く
だ
さ
い
。
45
㍑
よ
り
大

き
い
袋
や
色
付
き
の
袋
は
使
え
な

く
な
り
ま
す
。

　

資
源
ご
み
は
、
中
身
の
見
え
る

袋
を
使
用
く
だ
さ
い
。
大
き
さ
や

色
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　国民年金は老後の生活や、障害にな
ったとき、一家の働き手が亡くなった
ときなどの生活を保障する制度です。
20歳になったら市民課（または和泉支
所住民課）で加入手続きを行ってくだ
さい。厚生年金や共済組合などに加入
している人は加入の手続きは不要です。
　学生で保険料（17年度は月額13,580
円）を納められない人は、納付を後払
いできる「学生納付特例制度」を利用
ください。学生以外で収入が少ない人
は「保険料免除制度」や「若年者納付
猶予制度」を利用することができます。
問合せ先　市民課国保年金係
　（☎66・1111内線456）

※今月から和泉地区分を含んで表示していま
す。ただし和泉地区の転入・転出・出生・死
亡については、11月７日以降の届出分が対象
となっています。なお、合併による人口の増
加分は転入者数に含まれていません

みんなで守ろう　大野の地下水



2006.1 広報おおの（14）

　「市民総観光ガイド養成講座」が11月13日に開かれ
ました。まちなか散策をしながら身近な観光資源への
理解を深めてもらおうと、大野市観光協会が企画。市
内外から約30人が参加し、寺町通りや林歌子生誕碑、
武家屋敷「田村家」などを見学しました。

わがまちの魅力再発見

　全国の「小京都」の特産品を
一堂に集めた「越前大野小京都
物産五番まつり」が、11月19・
20日に五番商店街で開かれま
した。県内外の28市町村から
計47店が参加。岐阜県高山市
のみたらし団子や広島県尾道市
のちりめんじゃこなど、各地の
名産がずらりと並び、目当ての
品を買い求める大勢の買い物客
でにぎわいました。保育園児に
よるＹＯＳＡＫＯＩや、恒例の
舞妓さん変身体験もあり、祭り
ムードを盛り上げていました。

小京都の特産ずらり

　楽しみながら健康づくりを考えようと「健康おおの
21フォーラム」が、11月13日に有終会館で開かれまし
た。医師で落語家の立川らく朝さんが、生活習慣病の
予防法などについて講演。ユーモアたっぷりの内容に
会場からは大きな笑いが起こっていました。

みんなで一笑健康

　ボランティア活動などに取り組む開成中学校のジュ
ニアリーダーらが11月19日、こぶし通りの沿道にタ
イムの苗100株を植えました。市の玄関口を花で飾り、
市外から訪れた人を気持ちよく迎えようと行ったもの
で、今回が初めて。メンバーの石田恵美さんは「この
活動が学校や地域にも広がれば」と話していました。

中学生ら花いっぱいに挑戦
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　市民サークル「フィッシュイ
ンミュージック」が11月20日、
平成大野屋平蔵で「ＨＩＲＡＧ
ＵＲＡ−ＰＬＵＧＧＥＤ　vol.3」
を開きました。平蔵では珍しい
立ち見の音楽イベント。９人編
成のソウル・ファンクグループ
「オーサカ＝モノレール」と、ブ
ルースとソウルを融合させた
“ブーソウル”バンド「カット
マン・ブーチェ」がパワフルな
ステージを披露し、会場は熱気
と歓声に包まれました。

平蔵でライブイベント

話題のひろば

　地域づくりに取り組む市民グループが日ごろの活動
成果を発表する「生涯学習フォーラム」が11月20日、
有終会館で開かれました。「九頭竜楽しみ隊」や「遊
び場てらてら」など４団体が発表し、参加者と一緒に
今後の地域づくりの在り方について考えました。

地域活動の成果発表

　第42回奥越ふれあい駅伝大会が11月20日、奥越ふれ
あい公園特設周回コースで開かれました。市内外から
74チームが参加。５区間17.9㌔のチャレンジコースと
10.4㌔のスマイルコースに分かれ、１本のたすきをつ
なぎながら懸命にゴールを目指しました。

駅伝74チーム競う

　「スターランドさかだに」で11月20日、収穫祭が開
かれました。有機野菜の即売会やもちつきの実演が行
われ、大勢の家族連れらでにぎわいました。会場では
ダイコンやサトイモがたっぷり入ったのっぺい汁も振
る舞われ、訪れた人たちは囲炉裏を囲みながら自然の
恵みに舌鼓を打っていました。

囲炉裏囲んで収穫祭
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　新年あけましておめでとうござい
ます。皆さんにとって昨年はどんな
年でしたか。市では和泉村との合併
や国民文化祭の開催、大雪への対応
として連絡室の設置など、慌ただし
い１年でした。大雪に関する情報は
市のホームページやマスコミを通じ
て随時行っています。屋根雪下ろし
をする際は、必ず命綱をつけ、でき
るだけ２人以上で作業しましょう。
雪下ろし作業していただける人は総
務課まで連絡ください（林）

編集後記

　写真は高さ約８㍍、幹の回りが10
㍍以上あり、国の天然記念物に指定
されている専福寺（友兼）の大ケヤ
キです。その大ケヤキに空気中の水
分が木の枝などに凍り付く「霧氷」
が見られました。霧氷は移動性高気
圧による放射冷却現象で気温が下が
り、最低気温が氷点下10度前後にな
ると発生します。木々に付いた氷が
気温の上昇とともにキラキラと輝き
ながら地面に落ちていく様子はまさ
に神秘的です。先月から断続的に降
り続いている大雪の影響で、木の枝
にはたくさんの雪が積もっているた
め、“白い花”を見ることはできな
いかもしれませんが、気温が下がっ
た朝は外に出て、木々の枝を眺めて
みてください。

　このコーナーでは、和泉地区の観光スポットや、
名所・旧跡などを紹介します。

九
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場
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３　
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１
）

　良質な雪と変化に富んだコースを持ち、初心者から上級者ま
で滑ることの楽しさを堪能できるスキー場です。全長800㍍の
ロマンスリフトからの眺めは最高。雪にすっぽりと埋もれた山
里のたたずまいには、懐かしい日本の情緒があふれています。
スキーの後は、隣接するパークホテル九頭竜の大浴場でゆった
り。ハーブ湯の香りがスキーで疲れた体をいやしてくれます。
　【リフト利用料金】

表紙のことば い ず み 探 訪 ２

この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙と
環境に優しい大豆油インキを使用しています。

区　　分 通常料金 割引料金 備　　考平　日 土・日・祝日
１　回　券 260円
回　数　券 2,600円 11枚つづり
半　日　券 2,300円 2,000円

１　日　券 3,800円

2,500円 平日割
1,500円 2,800円 九頭竜の日割（毎月９日）

1,000円 学校行事割
1,000円 ＪＲ越美北線利用割

子　供　券 2,600円 2,000円 平日割
1,000円 1,600円 九頭竜の日割（毎月９日）

シーズン券 30,000円 15,000円 市民割（19歳以上）
10,000円 市民割（18歳以下）


